
 

 

 

 

 

みなさんは，お子さんがどんな大人になってほしいと願っているでしょうか？「困っている人に手を差し伸べ

られる優しく思いやりがある人」「困難に負けず立ち向かってい

ける人」「自分の夢をもち世の中の役に立てる人」・・・自分自身

が，わが子の将来に思いを馳せていたとき，mr.children の桜井

和寿さんの「メッセージ」という曲の歌詞に出会い，私自身ハッ

とし，ちょっと衝撃を受けました。「自分をちゃんと愛せる自

分・・・」。大人になった自分はどうなのか，自分について初め

て考えました。そして，わが子や子ども達にまず【育んでほし

い心】というのは，「自分を大事に思えること・自分を愛

せること」なのではないかと思いました。 

そういう思いって，どうしたら育っていくのだろうか…。私たち大人（教師，親）は，子

どもと接していくとき，どのようにかかわることがいいのだろうか…そんな思いでいくつか

の本を読みました。その中のいくつかを今回は紹介したいと思います。一緒に考えていけた

らと思います。 

 

 

 

 

 

右のグラフからもわかるように，日本の子ども達の自己肯定感は他国に比べて，非常に低

いです。日本の謙遜文化の影響かともいわれていますが，少しさみしい結果です。『私は，私

がすき！』『自分のよさをしっている！』と言葉で出すのは難しいかもしれませんが，思って

いてほしいです。 

 

 

 

 

 

 

自己肯定感が子どもたちの発達の土台であり，この

土台の上に「しつけ」や「勉強」が積み上がります。自

己肯定感が育っていれば，何事にも前向きに取り組むこ

とができますし，少々つらいことがあっても乗り越える

ことができます。多くの親がわが子に身につけさせたい 

と考える〝思いやり″の心をもつ余裕はありません。〝思いやり″は，他者のことを考えられるからもつことが

できるものだそうです。やはり，自分を愛せる自分のなることが，その子の土台となっていくのですね。 

では，どうしたら自己肯定感を育むことができるのでしょうか？ 
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自己肯定感とは・・・自分の存在に対する自信 

『自分は生きていていいんだ』『生きている価値があるんだ』と感じること。 

つまり・・・ 

「自分のいいところも悪いところも，みんな受け入れられ，愛されている」と感じること 
明橋 大二先生（真生会富山病院心療内科部長。専門：児童思春期精神医療。）による 

自分はここにいていいんだ、あり
のままで、 存在価値があるんだ、
自分は、いらない人間なんかじゃ
ないんだ、という気持ち。人間が
生きていくときに、本当に大切な
自信は、存在への自信です。これ

が『自己肯定感』です。 

教室の隅 貼りだされた 子どもの頃の夢には 

職業の種類だけが 並んでた 

でも 本当は 自分を  

ちゃんと愛せる自分に なることが  

何よりも 大事だった 

「メッセージ」歌詞 bank band より 



 

 

 

  

 

 

 

 

でも，ほめるって意外と難しいですよね。「ほめようとしても，

家ではなかなかほめられるようなことをしてくれない・・・。」

「ついつい，注意したくなってしまう。」「そもそも思春期で，

あまり家で話さなくなった。」など，どこのご家庭でもあること

なのかなと思います。 いくつか紹介したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①スキンシップ  ②ご飯を作る，一緒に食べる  

③一緒に遊ぶ    ④泣いたらよしよしする 

⑤子どもの気持ちをくんで言葉にして返す （「いやだったんだ

ね」「こわかったんだね」「さびしかったんだね」「うれしいね」） 

⑥子どもの話を聞く ⑦絵本を読む 

⑧子どもをまるごとほめる 

（「大好き」「あなたといると楽しい」「どんなことがあっても味方だ

よ」「生まれてきてくれてありがとう」） 

自己肯定感を育む８つの方法 

「⑧子どもをまるごとほめる」言葉は，【能力への自

信】よりも【存在への自信（自己肯定感）】を育む言

葉です。「〇〇だからえらい」「こうだから好き」と

いう条件付きではなく，何の根拠もなく全肯定する

ことで自己肯定感は育まれます。ほめるといっても

ほめ方を間違えると【能力への自信】だけを膨れ上

がらせることになるので注意が必要です。 

「子どもをほめて伸ばす」というと，ほめることが子どもを伸ばす手段のように思われがちですが，大切なことは
“子どもの気持ちに共感すること”です。 
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「ほめる」というと，「もっと叱ったほうがいいじゃないで

すか？」という意見もでてきます。ガツンと叱れば手っ取

り早いですが，なぜ「叱る」のかを考えてみましょう。 

「悪い行いをやめさせ，正しい行いを身につけさせる」，そのこと

で自分も幸せになり，他人も幸せにする人生を送ってほしいから

ではないでしょうか？ 

自己肯定感を損ない，追い詰めてしまっては，自分も他

人も大切にできなくなってしまいます。 

 

次
の
機
会
に
は
，
小
学
校
の

成
長
段
階
に
合
わ
せ
た
「
ほ

め
方
・
叱
り
方
」
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 


